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 国土交通省が公表する「我が家の宅地安全マニュアル」による

と、「不同沈下」とは、おもに宅地の地盤が軟弱なことで地盤が

局所的に沈んで建物が傾くことをいうと定義しています。 

 ①住宅の外壁や基礎などにひび割れが生じている。 

 ②擁壁やブロック塀にひび割れや、目地に前後上下のずれが生 

  じている。 

 ③道路や側溝などに沈下やずれが生じている。 

 ④擁壁にふくらみが生じている。 

 ⑤擁壁の排水溝が詰まっている 

 

 このような事象を現地で確認できる場合は「不同沈下」を疑う

必要があります。なお、不同沈下が生じやすい要因として 

 ①盛土が十分に締まっていない、元々の地盤が軟弱である。 

 ②建物が盛土と切土にまたがっている。 

 ③杭が良好な地盤に届いていない・・・などが挙げられます。 

こんな土地は要注意 

№№№№49494949 隣地の木の枝が、年々、私の土地へ伸びてきて私の家の屋根にかかるほどになった 

   ので、先日、こちらで切り取りました。すると「大事に育てた木なのに、どうして 

   くれる」と隣人が文句を言ってきました。私としては、越境している枝を切っただ 

   けで文句を言われる筋合いはないと思いますが、いかがでしょうか？ 

 あなたの気持ちはよくわかりますが、残念ながらトラ

ブルに対する心遣いが欠けていたようです。 

 まず、法的な定めからいいますと、木の枝が越境して

いるからといって勝手に切ることはできません。 

 勝手に越境してきたのだから、切ってもかまわないと

思いがちですが、たとえば、家に侵入してきた泥棒を勝

手にぶん殴ったりして良いでしょうか。そうではありま

せんよね。木も勝手に切るわけにはいかないのです。 

 では、どうすれば良いでしょうか？ 

民法では、木の所有者に切らせることができると定めて

います。つまり、自分では勝手に切ることはできないが 

切ってくれと請求はできるのです。 

 ただし、木の所有者に対してですから、隣地の借地人

が木を植えているような場合は、その借地人に請求する

のであって隣地の地主ではありません。 

 あなたが勝手に枝を切ってしまったのは、残念ながら

違法です。責任を追及されてもやむを得ないでしょう。 

 ところで、あなたは法を知っていれば、まず相手に枝

を切るように求めたと思いますが、知らないがために今

回のようなことになったのは致し方のないことかもしれ

ません。 

 とはいえ、法を知っている知らないとは別に、あなた

には「紛争を起こさないように」という配慮が欠けてい

たのではないでしょうか。 

 相談もなしに、いきなり枝を切られれば誰だって良い

気持ちはしません。まずはやんわりと申し入れてみるべ

きでした。 

 この意味でいえば、仮に切っても良いとされている根

も同じです。 

 いちおう切るように申し入れ、切るのが手間であるな

ら自分の方で切っても良い旨、申し添えるくらいの配慮

があってもいいでしょう。 

 なお、木や枝が越境していなくても、落葉で雨樋が詰

まってしまうなどの被害が発生する場合は、木枝の切除

を含めた適切な管理を、隣家に対して求めることができ

ます。 
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 「業者訪問は行けば良いってものじゃない。友達の関係に

ならなきゃダメなんだよ。だいたい、おまえは真面目すぎるか

ら・・・ たまには一緒に飲みに行ってこいよ。もちろん、おま

えが奢るんだぞ。そうすれば、そのうちに良い物件を回してく

れるよ。これも不動産屋として立派な仕事さ」  

 たしかに、同期の同僚は頻繁に同業者と飲みに行っていま

した。それが功を奏しているのかはわかりませんが、しっかり

と成績を上げています。 

 とはいえ、彼を見習う気持ちは全くありませんでした。 

なぜなら、彼の営業は同業者と交友関係を築くこと、それが

すべてで、一般のお客様に対する接客態度は、ひどいもの

でした。 

 「一般の客なんてどうせ一回ぽっきり。不動産業者とは、こ

れから長く付き合うわけだから、どっちが大切か、言わなくて

もわかるだろ」と彼は嘯きます。 

 ある日、彼の仲介で中古住宅を購入したお客様から苦情の

電話が入りました。 

 水漏れが起きたので、なんとかしてほしい、といのこと。 

「お客さん。うちは水道屋ではありません。不動産屋ですよ」 

平然とそう言ってのける彼は、バブル景気が弾けるまでは、

成績優秀者でした。  

 どの業界においても同業他社は基本的にライバルですが、 

不動産業界では、ライバルでもあり大切な仲間でもあります。 

 「米本。きょうはまともな物件集めてこいよ！」 

朝礼が終わり、その日に訪問する不動産会社のリストを整理

していると、背中越しに上司から声を掛けられれました。 

 会社によって考え方の違いはありますが、不動産業界にお

いて情報の収集はなりよりも大切な作業です。 

 大手の不動産会社は知名度が高く、一般顧客からの売却

依頼が望めますから、業者回りをして物件を集めるといったこ

となどあまりしませんが、、中小ともなるとそうはいきません。 

 自社で預かる売り物件が圧倒的に少ないため、それだけで

数字を上げるには無理があります。そこで、頼りになる、という

か頼らなければならないのが同業他社が持つ物件情報。 

 昭和６３年、買えば必ず値上がりするという不動産神話を誰

もが信じた時代。むずかしい説明も説得もなにも必要ありま

せん。情報収集力こそ営業マンの力でした。 

 不動産会社に入社して三ヶ月。これまで営業一筋で生きて

きた私ですが、異業種からの転職ということもあり、ここまで思

うような成績を挙げられず、少々焦り気味でした。 

 その日、訪問するリストを整理していると背中越しに上司か

ら声を掛けられました。 
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